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　　　美術科　担当教員：櫻田 使用教材：光村図書　「美術」、秀学社　「美術資料 東京の美術」、開隆堂「美術　表現と鑑賞」

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好する心情を育てるとともに、美術の基礎的な能力
を伸ばし、美術文化についての理解を深め、豊かな情操を養うことをねらいとします。
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美術基礎、グラデーション、鑑賞

実技８ｈ　鑑賞３ｈ

デザイン、絵文字、鑑賞

実技20ｈ　鑑賞２ｈ

塑像、鑑賞

実技９ｈ　鑑賞１ｈ

工芸、デザイン、羽子板制作、鑑賞

実技13ｈ　鑑賞２ｈ

石のレプリカ、工芸、鑑賞

実技10ｈ　鑑賞２ｈ

堆朱工芸、鑑賞

実技８ｈ　鑑賞2ｈ

・授業への取り組み
・ワークシート
・作品
・定期考査

主体的に学習に
取り組む態度

造形的なよさや美しさ、
構図の意図と工夫、美術
の働きなどについて考え
るとともに、主題を生み
出し豊かに発想し構想を
練ったり、美術や美術文
化に対する見方や感じ方
を深めたりしている。

美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に表現
及び鑑賞の幅広い学習
活動取り組もうとしてい

る。

デザイン、和のポスター、鑑賞

実技１４ｈ　鑑賞１ｈ

デザイン、鑑賞
DVDパッケージデザイン

実技８ｈ　鑑賞２ｈ
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○授業について
＊計画的に作品制作に取り組み、期
限に間に合うようにしましょう。
＊アイディアが決まったら、作品を作
るために必要な参考資料などを自分
でも用意しておきましょう。
＊テストだけでなく作品の仕上がりも
重要な評価のポイントになってきま
す。テスト勉強と作品制作のどちらも
力を抜かずに取り組んでください。
＊お互いの作品について、よいところ
を見つけあい、自分の作品に生かし
ましょう。
＊自分なりの表現方法を工夫して、創
るということを楽しみながら制作しま
しょう。
＊説明をよく聞き、集中力を持続させ
て制作しましょう。
＊作品は最後まで丁寧に作り上げ、
自分の作品も人の作品も大切にしま
しょう。

○家庭学習について
＊新題材に入ったら、家庭でも構想を
練っておきましょう。限られた授業時
間の多くを制作時間にあてることがで
きるようにしましょう。
＊興味のもてる展覧会があったら、自
分の目で「本物」を見に行ってみましょ
う。
＊美術館に行かなくても、身の回りに
はたくさんの「美術」が隠れています。
学んだことをもとに、あらゆるものに目
を向けてみましょう。

○試験に向けて
＊授業中に配られるワークシートがと
ても重要になります。しっかりと保管し
て復習できるようにしましょう。
＊時間のある時に教科書や資料集を
開き、美術の知識に親しみましょう。

評
価
資
料

・提出物
・ワークシート
・定期考査

・ワークシート
・作品
・定期考査

知識・技能 思考・判断・表現

・対象や事象を捉える造
形的な視点について理
解している。
・表現方法を創意工夫
し、造形的に表している。

絵画、仏像スクラッチペン皿

実技８ｈ　鑑賞２ｈ


